
戯
曲 

「
バ
ス
待
つ
、
ふ
た
り
」 

作 

サ
サ
キ
タ
ツ
オ 

  



《
登
場
人
物
》 

沖
田
真
菜
（
１
７
）
高
校
２
年
生 

川
村
賢
治
（
１
７
）
高
校
２
年
生 

  



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１ 

 

《
本
編
》 

■
第
１
場 

ボ
ッ
チ
と
イ
ジ
メ 

〇
路
上
・
バ
ス
停
前 

 
 

 

梅
雨
時
の
、
昼
。 

バ
ス
停
の
前
。 

 
 

 

停
留
所
の
ポ
ー
ル
が
立
っ
て
い
る
。 

  
 

 

そ
の
脇
で
、
文
庫
本
を
読
ん
で
待
っ
て
い
る
、

沖
田
真
菜
（
１
７
）
。 

 

真
菜
「
待
っ
て
い
る
。
待
っ
て
い
る
。
私
は
何
を
待

っ
て
い
る
？ 

バ
ス
は
来
る
の
か
来
な
い
の
か
。

誰
か
追
い
か
け
て
く
る
の
か
来
な
い
の
か
。
バ
ス

は
来
な
い
。
誰
も
来
な
い
。
何
も
待
っ
て
は
い
な

い
。
誰
も
、
待
っ
て
い
な
い
」 

 
 

 
 

や
っ
て
く
る
川
村
賢
治
（
１
７
）
。 

 
 

 
 

会
釈
す
る
賢
治
。 

 
 

 
 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

２ 

 

無
視
す
る
真
菜
。 

 
 

 
 

賢
治
、
真
菜
の
隣
に
並
ぶ
。 

 
 

 
 

鞄
か
ら
英
単
語
帳
を
取
り
出
す
賢
治
、
読
み

始
め
る
。 

 

賢
治
「
（
ぶ
つ
ぶ
つ
と
）
フ
ィ
ー
ル
。
感
じ
る
。
フ
ォ

ー
ル
。
落
ち
る
。
フ
ォ
ー
ル
・
イ
ン
・
ラ
ブ
。
恋

に
落
ち
る…

…

」 

 
  

 

賢
治
、
チ
ラ
ッ
と
真
菜
を
見
る
。 

 
 

 

真
菜
は
本
に
向
か
っ
て
い
る
。 

 

賢
治
「
あ
の…

…

」 

  
 

 

無
視
す
る
真
菜
。 

 

賢
治
「
あ
の
！
」 

真
菜
「…

…

な
ん
で
す
か
？
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

３ 

 

賢
治
「
い
え…

…

そ
の…

…

」 
真
奈
「…

…

？
」 

賢
治
「
待
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」 

真
菜
「
は
い
？
」 

賢
治
「
バ
ス
」 

真
菜
「
そ
う
、
で
す
け
ど…

…

」 

賢
治
「
そ
う
な
ん
で
す
ね
」 

真
菜
「
そ
う
で
す
」 

賢
治
「
よ
か
っ
た
」 

真
菜
「
は
い
？
」 

賢
治
「
バ
ス
来
る
ん
だ
な
、
っ
て
」 

真
菜
「
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」 

賢
治
「
ど
れ
ぐ
ら
い
、
待
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」 

真
菜
「
は
い
？
」 

賢
治
「
バ
ス
」 

真
菜
「
１
０
分
く
ら
い
」 

賢
治
「
な
る
ほ
ど
」 

真
菜
「
は
い
」 

賢
治
「
来
ま
す
か
ね
？ 

バ
ス
」 

真
菜
「
な
ん
な
ん
で
す
か
？
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

４ 

 

賢
治
「
あ
。
い
や
。
だ
か
ら
バ
ス
で
す
」 

真
菜
「
時
刻
表
見
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

賢
治
「
先
に
待
っ
て
い
た
か
ら
」 

真
菜
「
知
り
ま
せ
ん
」 

賢
治
「
知
ら
な
い
？ 

知
ら
な
い
で
待
つ
な
ん
て
こ

と
あ
る
ん
で
す
か
？
」 

真
菜
「
と
に
か
く
知
り
ま
せ
ん
」 

賢
治
「
そ
う
で
す
か
」 

真
菜
「
私
、
時
刻
表
、
見
て
な
い
ん
で
」 

賢
治
「
な
る
ほ
ど
」 

真
菜
「
は
い
」 

賢
治
「
じ
ゃ
あ
、
僕
も
」 

真
菜
「
え
？
」 

賢
治
「
待
ち
ま
す
」 

真
菜
「
あ
な
た
は
見
て
く
だ
さ
い
よ
。
時
刻
表
」 

賢
治
「
な
ぜ
で
す
か
？
」 

真
菜
「
え
？
」 

賢
治
「
僕
も
、
別
に
い
い
か
な
っ
て
」 

真
菜
「
よ
く
な
い
で
す
。
そ
う
い
う
の
」 

賢
治
「
そ
う
い
う
の
？
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

５ 

 

真
菜
「
ひ
と
が
見
な
い
か
ら
、
自
分
も
見
な
い
み
た

い
な
」 

賢
治
「
待
ち
ま
す
」 

真
菜
「
よ
く
な
い
」 

賢
治
「
待
ち
ま
す
」 

真
菜
「
よ
く
な
い
！
」 

賢
治
「…

…

じ
ゃ
あ
、
見
ま
す
」 

  
 

 

賢
治
、
仕
方
な
く
、
時
刻
表
を
見
る
。 

 

賢
治
「
ん
あ
ー…

…

」 

真
菜
「
え
？
」 

賢
治
「
（
時
刻
表
と
腕
時
計
と
見
比
べ
て
）
な
る
ほ
ど
。

そ
う
で
す
か
ー
」 

真
菜
「…

…

ど
う
な
ん
で
す
？
」 

賢
治
「
え
？
」 

真
菜
「
バ
ス
」 

賢
治
「
来
ま
す
よ
。
た
ぶ
ん
」 

 
  

 

賢
治
、
並
び
直
し
て
、
英
単
語
帳
を
広
げ
る
。 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

６ 

 

 
真
菜
「
え
。…

…

い
つ
？
」 

賢
治
「
も
う
す
ぐ
」 

真
菜
「
も
う
す
ぐ
？
」 

賢
治
「
も
う
す
ぐ
で
す
」 

真
菜
「
何
分
後
、
と
か
」 

賢
治
「
自
分
で
見
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

真
菜
「…

…

は
？
」 

賢
治
「
自
分
で
、
確
認
し
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
」 

真
菜
「…

…

マ
ジ
、
ふ
ざ
け
て
る
」 

 

 
 

真
菜
、
時
刻
表
を
見
る
。 

 

真
菜
「
マ
ジ
！
？ 

あ
と
１
５
分
も
来
な
い
の
！
？
」 

賢
治
「
そ
う
み
た
い
で
す
ね
」 

真
菜
「
ウ
ソ
で
し
ょ
」 

賢
治
「
こ
ん
な
真
昼
間
の
、
田
舎
の
高
校
前
の
バ
ス

停
じ
ゃ
あ
、
仕
方
な
い
で
す
よ
」 

真
菜
「
そ
う
だ
け
ど
。
マ
ジ
か…

…

時
間
の
浪
費
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

７ 

 

賢
治
「
仕
方
な
い
で
す
」 

真
菜
「
知
っ
て
し
ま
う
と
、
な
ん
か
イ
ヤ
」 

賢
治
「
見
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
ね
」 

真
菜
「
あ
な
た
ね…

…

」 

賢
治
「
な
ん
で
す
か
？
」 

真
菜
「
い
い
え
！
」 

 
 

  

元
の
位
置
に
戻
る
、
真
菜
。 

 
 

 

本
を
読
み
始
め
る
。 

 
 

  

賢
治
も
単
語
帳
を
見
返
す
。 

 

賢
治
「
（
ぶ
つ
ぶ
つ
と
）
フ
ィ
ー
ル
。
感
じ
る
。
フ
ォ

ー
ル
。
落
ち
る
。
フ
ォ
ー
ル
・
イ
ン
・
ラ
ブ
。
恋

に
落
ち
る…

…

な
る
ほ
ど
」 

 
 

 
 

 

真
菜
、
気
が
散
っ
て
、
本
を
閉
じ
る
。 

 

真
菜
「
あ
の
！
」 

賢
治
「
は
い
？
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

８ 

 

真
菜
「
サ
ボ
り
、
で
す
か
？
」 

賢
治
「
え
？
」 

真
菜
「
あ
な
た
」 

賢
治
「
あ
あ
」 

真
菜
「
え
？ 

ど
っ
ち
？
」 

賢
治
「
こ
ん
な
昼
間
に
帰
る
ん
で
す
か
ら
。
サ
ボ
り
、

な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」 

真
菜
「
な
ん
な
の
」 

賢
治
「
そ
ち
ら
は
？
」 

真
菜
「
は
？
」 

賢
治
「
サ
ボ
り
で
す
か
？
」 

真
菜
「
私
は…

…

そ
う
だ
よ
！
」 

賢
治
「
じ
ゃ
あ
、
僕
も
。
そ
う
で
す
」 

真
菜
「
マ
ジ
、
な
ん
な
の
？
」 

賢
治
「
な
ん
な
ん
で
し
ょ
う
ね
」 

真
菜
「
ふ
ざ
け
て
る
」 

賢
治
「
坂
の
上
の
高
校
で
す
か
？
」 

真
菜
「
そ
う
だ
け
ど
。
そ
っ
ち
は
坂
の
下
か
」 

賢
治
「
は
い
」 

真
菜
「
お
互
い
、
何
サ
ボ
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
ね
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

９ 

 

賢
治
「
僕
は
、
自
衛
の
た
め
で
す
」 

真
菜
「
は
？ 

じ
え
い
？
」 

賢
治
「
自
分
を
守
る
、
自
衛
で
す
。
自
分
の
身
は
、

自
分
で
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
、
の
で
」 

真
菜
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

賢
治
「
（
平
然
と
）
う
ち
の
高
校
。
と
い
う
か
、
僕
の

ク
ラ
ス
。
イ
ヤ
な
ヤ
ツ
ば
か
り
で
。
大
変
な
ん
で

す
よ
」 

真
菜
「
全
然
大
変
そ
う
じ
ゃ
な
い
感
じ
だ
け
ど
？
」 

賢
治
「
本
当
に
酷
い
と
、
な
ん
か
客
観
視
し
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
」 

真
菜
「
イ
ジ
メ
、
ら
れ
て
る
の…

…

？
」 

賢
治
「…

…

自
分
を
守
る
た
め
に
。
僕
は
、
サ
ボ
る

と
い
う
判
断
を
し
た
ま
で
で
す
。
自
衛
で
す
」 

真
菜
「…

…

」 

賢
治
「
そ
ち
ら
は
？
」 

真
菜
「
私
は…
…

言
わ
な
い
」 

賢
治
「
そ
う
で
す
か
」 

真
菜
「…

…

」 

 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１０ 

 

 
 

 

視
線
が
合
う
、
二
人
。 

 
 

 
 

荷
物
を
ま
と
め
る
真
菜
。 

 

賢
治
「
え
？
」 

真
菜
「
駅
ま
で
歩
く
わ
」 

賢
治
「
駅
、
３
０
分
以
上
か
か
り
ま
す
よ
ね
？
」 

真
菜
「
歩
く
。
そ
れ
じ
ゃ
！
」 

  
 

 

真
菜
、
去
る
。 

 

賢
治
「…

…

」 

  
 

 

賢
治
、
真
菜
の
去
っ
た
方
を
見
つ
め
る
。 

  

■
第
２
場 

ひ
と
り
と
孤
独 

〇
路
上
・
バ
ス
停 

 
 

 

昼
。
雨
が
降
っ
て
い
る
。 

バ
ス
停
前
。 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１１ 

 

 
 

 

傘
を
差
し
た
賢
治
が
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
。 

 
 

 
傘
を
差
し
て
や
っ
て
く
る
、
真
菜
。 

 

真
菜
「
あ
」 

賢
治
「
あ
あ
」 

真
菜
「
雨
だ
ね
」 

賢
治
「
で
す
ね
」 

真
菜
「
今
日
も
サ
ボ
り
？
」 

賢
治
「
自
分
を
守
っ
て
い
ま
す
」 

真
菜
「
そ
っ
か
」 

賢
治
「
は
い
」 

真
菜
「
あ
と
何
分
？
」 

賢
治
「
１
０
分
で
す
」 

真
菜
「…

…

ウ
ソ
、
つ
い
て
な
い
よ
ね
？
」 

賢
治
「
さ
あ
。
ど
う
で
し
ょ
う
」 

 
 

 
 

バ
ス
停
の
時
刻
表
を
確
認
す
る
真
菜
。 

 

真
菜
「
信
じ
ら
れ
な
い
！ 

あ
と
３
０
分
は
来
な
い

じ
ゃ
ん
。
こ
の
ウ
ソ
つ
き
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１２ 

 

賢
治
「
ス
ミ
マ
セ
ン
」 

真
菜
「
な
ん
で
ウ
ソ
つ
く
か
な
あ
」 

賢
治
「
特
に
意
味
は
な
い
で
す
」 

真
菜
「
意
味
な
く
ウ
ソ
と
か…

…

わ
け
わ
か
ら
ん
。

あ
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

賢
治
「
え…

…

？
」 

真
菜
「
い
じ
め
ら
れ
る
原
因
。
そ
う
い
う
嘘
、
よ
く

な
い
よ
」 

賢
治
「
そ
う
で
す
ね
」 

真
菜
「
君
、
な
ん
て
い
う
か
、
独
特
だ
し
ね
」 

賢
治
「
独
特
？
」 

真
菜
「
そ
。
独
特
」 

賢
治
「
じ
ゃ
あ
、
普
通
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」 

真
菜
「
普
通
は
、
普
通
だ
よ
。
皆
と
同
じ
こ
と
笑
っ

た
り
泣
い
た
り
、
共
感
し
た
り
」 

賢
治
「
誰
か
を
、
イ
ジ
メ
た
り…

…

？
」 

真
菜
「…

…

知
ら
ん
け
ど
」 

賢
治
「
だ
っ
た
ら
僕
は
、
独
特
で
い
い
で
す
」 

真
菜
「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
と
、
ひ
と
り
に
な
る

よ
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１３ 

 

賢
治
「
ひ
と
り
で
い
い
で
す
。
む
し
ろ
、
ひ
と
り
が

い
い
で
す
」 

真
菜
「
君
は
、
孤
独
を
知
ら
な
い
ね
」 

賢
治
「
知
っ
て
い
ま
す
よ
」 

真
菜
「
知
ら
な
い
」 

賢
治
「
知
っ
て
ま
す
」 

真
菜
「
じ
ゃ
あ
ど
ん
な
感
じ
よ
？
」 

賢
治
「…

…

ひ
と
り
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

人
」 

真
菜
「
ウ
ケ
る
」 

賢
治
「
違
い
ま
す
か
？
」 

真
菜
「
違
う
よ
。
孤
独
っ
て
い
う
の
は
ね
、
皆
の
中

に
い
る
の
に
溶
け
込
め
な
い
で
い
る
こ
と
だ
よ
。

人
の
輪
の
中
に
い
る
の
に
存
在
し
て
い
な
い
よ

う
な
感
覚
。
疎
外
感
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

る
。
ひ
と
り
で
い
る
こ
と
と
は
違
う
」 

賢
治
「…

…

あ
な
た
は
、
孤
独
な
の
で
す
か
？
」 

真
菜
「…
…

」 

賢
治
「
孤
独
、
な
ん
で
す
ね…

…

」 

真
菜
「…

…

だ
っ
た
ら
、
何
？
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１４ 

 

賢
治
「
逃
げ
て
る
ん
で
す
ね
。
人
の
輪
か
ら
」 

真
菜
「
は
？ 

逃
げ
て
な
い
。
私
は
戦
っ
て
る
」 

賢
治
「
で
も
、
サ
ボ
っ
て
る
」 

真
菜
「…

…
君
こ
そ
、
逃
げ
て
る
で
し
ょ
。
逃
げ
て

い
る
う
ち
は
何
も
で
き
な
い
よ
」 

賢
治
「…

…

」 

真
菜
「
そ
れ
じ
ゃ
。
私
、
行
く
わ
」 

賢
治
「
え
？ 

ま
た
？
」 

真
菜
「
バ
イ
バ
イ
」 

賢
治
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
僕
も
行
き
ま
す
」 

真
菜
「
え
？
」 

賢
治
「
歩
く
の
と
変
わ
ら
な
い
か
ら
」 

真
菜
「
そ
。
な
ら
。
私
、
残
る
」 

賢
治
「
え
？
」 

真
菜
「
君
と
は
一
緒
に
行
か
な
い
」 

賢
治
「…

…

そ
う
で
す
か
」 

真
菜
「
は
い
」 

賢
治
「
そ
れ
じ
ゃ
あ…

…

僕
は
、
行
き
ま
す
。
サ
ヨ

ナ
ラ
」 

真
菜
「
バ
イ
バ
イ
！
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１５ 

 

賢
治
「
サ
ヨ
ナ
ラ…

…

」 

 

 
賢
治
、
去
る
。 

 
 

 

真
菜
、
た
め
息
を
つ
く
。 

 
 

 

雨
が
強
く
な
っ
て
い
く…

…

。 

 
 

 

雨
空
を
仰
ぐ
真
菜
。 

  

■
第
３
場 

バ
ス
待
つ
、
ふ
た
り 

〇
路
上
・
バ
ス
停 

 
 

 

晴
れ
。 

セ
ミ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
初
夏
だ
。 

 

バ
ス
停
で
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
賢
治
。 

 

 
 

 

や
っ
て
く
る
真
菜
。 

 

真
菜
「
よ
」 

賢
治
「
ど
う
も
」 

真
菜
「
最
近
、
会
わ
な
か
っ
た
ね
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１６ 

 

賢
治
「
は
い
」 

真
菜
「
ど
う
し
て
た
？
」 

賢
治
「
別
に
」 

真
菜
「
今
日
も
、
逃
げ
て
き
た
っ
て
ワ
ケ
？
」 

賢
治
「…

…

」 

真
菜
「
君
の
世
界
は
今
日
も
残
酷
か
あ
」 

賢
治
「…

…

そ
ち
ら
は
？
」 

真
菜
「
私
は
、
今
日
も
、
孤
独
な
世
界
の
中
で
戦
っ

て
る
」 

賢
治
「
そ
う
で
す
か…

…

」 

真
菜
「
な
に
？ 

言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
ハ

ッ
キ
リ
言
い
な
さ
い
よ
」 

賢
治
「
孤
独
で
も
、
沈
ん
で
い
な
い
、
あ
な
た
は
ス

ゴ
イ
で
す
」 

真
菜
「
な
に
急
に
。
気
持
ち
わ
る
」 

  
 

 

賢
治
、
真
菜
に
向
き
合
う
。 

 

賢
治
「…

…

僕
も
戦
い
ま
し
た
。
戦
っ
て
き
た
ん
で

す…
…

！
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１７ 

 

真
菜
「
え
？
」 

賢
治
「
イ
ジ
メ
て
く
る
奴
ら
と
」 

真
菜
「…

…
」 

賢
治
「
言
っ
て
や
り
ま
し
た
。
な
ん
で
イ
ジ
メ
る
の

か
？ 

っ
て
。
問
い
た
だ
し
て
や
り
ま
し
た
」 

真
菜
「…

…

マ
ジ
！
？
」 

賢
治
「
で
も
、
僕
の
負
け
で
し
た
。
イ
ジ
メ
は
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
、
殴
ら
れ
、
蹴
ら
れ…

…

。
僕
は
、

高
校
を
辞
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」 

真
菜
「
ま
た
ま
た
。
君
の
事
だ
か
ら
嘘
つ
い
て
る
ん

で
し
ょ
？
」 

賢
治
「
ウ
ソ
だ
っ
て
思
っ
て
も
ら
っ
て
も
構
わ
な
い

で
す
け
ど
。
こ
れ
は
、
本
当
で
す
。
僕
、
高
校
辞

め
ま
す
」 

真
菜
「…

…

」 

賢
治
「
今
日
で
こ
こ
に
来
る
の
も
、
最
後
で
す
」 

真
菜
「…

…

」 

賢
治
「
だ
か
ら
。
そ
の…

…

あ
な
た
に
、
お
別
れ
を

言
い
た
く
て
」 

真
菜
「…

…

お
別
れ
？
」 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１８ 

 

  
 

 
再
度
、
真
菜
に
向
き
合
う
賢
治
。 

 

賢
治
「
僕
は
、
あ
な
た
の
お
か
げ
で
逃
げ
る
の
を
や

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
戦
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」 

真
菜
「…

…

」 

賢
治
「
逃
げ
て
い
る
う
ち
は
何
も
で
き
な
い
。
本
当

に
そ
う
だ
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
に
会
え

て
よ
か
っ
た…

…

！
」 

真
菜
「…

…

」 

賢
治
「
そ
れ
じ
ゃ
、
僕
、
行
き
ま
す
」 

真
菜
「
え…

…

？ 

行
っ
ち
ゃ
う
の
？
」 

賢
治
「
は
い
」 

真
菜
「
バ
ス
は
？
」 

賢
治
「
来
ま
せ
ん
。
あ
と
３
０
分
」 

真
菜
「…

…

」 

賢
治
「
サ
ヨ
ナ
ラ
」 

 
 

 
 

 
 

 

賢
治
、
去
ろ
う
と
す
る
。 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

１９ 

 

 
 

 

真
菜
、
賢
治
を
引
き
留
め
る
。 

 

真
奈
「
待
と
う
よ
！
」 

賢
治
「
え…

…
？
」 

真
菜
「
バ
ス
待
と
う
。
今
日
く
ら
い
。
最
後
く
ら
い
。

一
緒
に
バ
ス
乗
っ
て
、
帰
ろ…

…

！
」 

  
 

 

少
し
の
間
。 

 

賢
治
「…

…

な
ん
か
告
白
み
た
い
で
す
ね
」 

真
菜
「
違
う
し
」 

賢
治
「
す
み
ま
せ
ん
」 

真
菜
「
た
だ
。
君
の
勇
気
、
認
め
る
。
認
め
る
っ
て

こ
と
！
」 

賢
治
「
だ
か
ら
告
白
み
た
い
」 

真
菜
「
違
う
！
」 

 

 
 

プ
ン
と
怒
っ
て
、
バ
ス
を
待
つ
、
真
菜
。 

  
 

 

賢
治
、
真
菜
の
隣
に
並
ぶ
。 



戯曲「バス待つ、ふたり」 

作 ササキタツオ 

２０ 

 

 
賢
治
「
す
み
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
」 

 

真
菜
「
わ
か
れ
ば
、
よ
ろ
し
い
」 

  
 

 

本
を
取
り
出
す
、
真
菜
。 

 
 

参
考
書
を
取
り
出
す
賢
治
。 

 
 

 
 

 

お
互
い
、
会
釈
し
て
、
読
み
始
め
る
。 

 
（
終
） 

   


